
広
報 令和元年

（2019 年）
No.332

8 / 1石　岡

　　74,877 人（－ 37）
男　37,217 人（－ 31）
女　37,660 人（－６）
世帯数　31,028 世帯（＋ 32）
（　）内は前月との比較

人の動き【7/1 現在】
市の人口と世帯

人口増減の内訳
出生 33　     転入 182 
死亡 69　     転出 183 

▲石岡第二高等学校で行われた「いのちと出会う・感じる授業」。詳しくは 8ページ。

  

赤
ち
ゃ
ん
が
学
校
に
や
っ
て
き
た



要
な
道
具
は
︑
1.2
ｍ
ほ
ど

の
筒
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
矢
︒
10
ｍ
ほ
ど
の
距
離
か
ら
︑

直
径
24
㎝
ほ
ど
の
的
の
ど
れ
だ
け

中
心
に
当
て
ら
れ
た
か
を
競
う
ス

ポ
ー
ツ
で
す
︒

　
１
９
９
８
年
に
日
本
ス
ポ
ー
ツ

吹
矢
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
を

き
っ
か
け
に
全
国
に
普
及
し
︑
石

岡
市
で
始
ま
っ
た
の
は
２
０
０
４

年
︒
茨
城
県
の
競
技
人
口
は

１
２
０
０
人
で
︑
石
岡
支
部
は
︑

そ
の
１
割
の
約
１
０
０
人
︒
休
館

日
の
月
曜
日
以
外
︑
市
内
の
各
公

民
館
で
教
室
が
開
催
さ
れ
︑
小
学

３
年
生
か
ら
83
歳
ま
で
が
取
り
組

ん
で
い
ま
す
︒

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢

　
　
　
　
　
　
　
　
教
室
情
報

　
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
を

体
験
し
て
み
た
い
人
は
︑
最
寄
り

の
公
民
館
の
教
室
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
︒
飛
び
込
み
歓
迎
！

【
火
曜
日
】

　
国
府
地
区
公
民
館　
（
午
前
・

　
午
後
・
夜
間
）

【
水
曜
日
】

　
城
南
地
区
公
民
館
（
午
後
）

【
木
曜
日
】

　
府
中
地
区
公
民
館
（
午
前
）

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
午
後
）　

【
金
曜
日
】

　
城
南
地
区
公
民
館（
午
前・午
後
）

【
土
曜
日
】国
府
地
区
公
民
館（
午
前
）

【
日
曜
日
】
中
央
公
民
館
（
午
前
）

開
催
時
間：（
午
前
）
９
時
〜
正
午・

（
午
後
）
１
時
〜
３
時
30
分
・

（
夜
間
）
午
後
６
時
〜
８
時

見
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
大
会

　
８
月
30
日
㊎
に
石
岡
運
動
公
園

体
育
館
で
︑
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め

国
体
の
デ
モ
ス
ポ
競
技
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
︒

必
「スポーツウエルネス吹矢」

石岡市のデモスポ競技に挑戦だ！
　いきいき茨城ゆめ国体（9月 28 日～ 10 月 8
日）をきっかけに、新たなスポーツに挑戦して
みませんか？石岡市のデモンストレーション競

技は、7月 1 日号で紹介した「トレイルラン」
と「ハンググライダー・パラグライダー」に加
えて、今回紹介する３つの競技です。

〔デモンストレーション競技とは、正式競技に加え、幅広い年齢層の方々が参加できるように設けられた種目です〕

　いきいき茨城ゆめ国体まであと２か月

みんなで
楽しめるスポーツって
最高！

▲ 6 月 27 日、柿岡小学校の 4 年生が、いばラッキーと一緒に国体ダンス

広報いしおか８月１日号　№３３２　　　２　　　　　　　

　小学 3 年生から 83 歳までが挑戦中 /



いきいき茨城ゆめ国体デモンストレーション競技紹介　　　　問国体推進室℡ 43‒1111（内線 1236）

２・
１
９
５
㎞
を
一
人
で

走
り
切
る
の
は
大
変
︒
で

も
10
人
の
チ
ー
ム
リ
レ
ー
だ
っ
た

ら
︙
︒

　
一
人
約
４
㎞
︒
そ
れ
な
ら
走
れ

そ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
か
？

　
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
は
︑
５
年

前
か
ら
石
岡
運
動
公
園
を
会
場
に

始
ま
り
ま
し
た
︒
42
㎞
︵
1.3
㎞
の

コ
ー
ス
を
33
周
︶
の
フ
ル
リ
レ
ー

以
外
に
も
︑
10
㎞
の
部
も
用
意
さ

れ
て
い
る
の
で
︑
小
さ
な
子
ど
も

連
れ
の
家
族
も
︑
気
軽
に
参
加
で

き
る
の
が
魅
力
で
す
︒

　
７
月
７
日
に
行
わ
れ
た
今
年
の

大
会
に
は
１
１
０
チ
ー
ム
７
４
９

人
が
参
加
し
ま
し
た
︒

　
応
援
し
た
り
︑
応
援
さ
れ
た
り

し
な
が
ら
︑
た
す
き
を
つ
な
い
で

ゴ
ー
ル
す
る
︒
ま
る
で
人
生
の
よ

う
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
︒

来
年
は
家
族
で
、
仲
間
で

　
　
　
　
　
出
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
毎
年
７
月
に
︑
石
岡
運
動
公
園

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
︒
来
年
は

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

「オリエンテーリング」

「リレーカーニバル」

ン
パ
ス
を
使
っ
て
︑
地
図

に
示
さ
れ
て
い
る
い
く
つ

か
の
地
点
を
順
に
ま
わ
り
︑
出
来
る

だ
け
早
く
ゴ
ー
ル
す
る
競
技
で
す
︒

　
走
る
だ
け
で
も
ダ
メ
︒
と
は
い

え
地
図
を
片
手
に
考
え
込
ん
で
ば

か
り
も
ダ
メ
︒
冷
静
な
頭
と
︑
あ

る
程
度
の
体
力
︑
そ
し
て
強
い
意

志
が
必
要
で
す
︒

　
コ
ー
ス
は
林
に
お
お
わ
れ
た
低

い
丘
陵
地
帯
に
つ
く
ら
れ
る
の
で

す
が
︑
低
め
の
山
の
多
い
石
岡
市

は
︑
ま
さ
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
向
き
の
場
所
︒

　
元
来
︑個
人
競
技
で
す
が
︑チ
ー

ム
で
取
り
組
む
こ
と
で
︑
団
結
力

コ

や
達
成
感
も
ひ
と
し
お
の
は
ず
︒

　
10
月
に
八
郷
総
合
運
動
公
園
で

デ
モ
ス
ポ
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま

す
︒
ぜ
ひ
︑
家
族
で
友
人
で
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

コンパスと地図を見
ながらコースを回り
ます。判断力も必要
で、自分と向き合う
時間を持てるのが、
魅力。

４

リレーカーニバル、最高！
◀ 10㎞リレーに参加したファミリー
の皆さん。「4家族で 2チームを作っ
て参加しました。1周 1.3㎞だから子
どもも走れるし、10㎞の部もあるか
ら、ご近所さんたちと、わいわい言い
ながら気軽に参加できるのがいい。地
元でやってる楽しい大会。もっと沢山
の人に知ってもらいです」と鈴木悠史
さん（南台在住）。
皆さんも、職場で家族で、ご近所さん
で、たすきをつなげば、絆が強まるこ
と必至！

参加者募集中
　オリエンテーリング大会
▶八郷総合運動公園とその周辺に設置さ
れたオリエンテーリングコースを個人ま
たはグループで回ります。
日にち：10月6日㊐（受付午前9時30分）
競技開始：10 時 30 分
対象：県内在住・在勤・在学者
※個人部の参加者は中学生以上であるこ
と。グループの部には一般と家族があり、
小学生が参加する場合は、必ず保護者が
同伴してください。
参加費：個人・グループ各 600 円
申込期間：
　8月 1日木～ 9月 16 日月
詳しくはホームページを▶▶

詳しくは、
石岡トレイ
ルランクラ
ブのホーム
ペ ー ジ を
チェック！

　　　　　　　３　　　広報いしおか８月１日号　№３３２

　スウェーデン生まれの森の中を走るスポーツ /

　仮装 OK ！ユニーク & 感動体験スポーツ /

全国津々浦々、オリエンテーリング大会に
参加した原田錦吾さん（半田在住）



広報いしおか８月１日号　№３３２　　　４　　　　　　　

　
平
成
29
年
か
ら
30
年
に
か
け
て

石
岡
市
が
実
施
し
た
「
ふ
る
さ
と

石
岡
映
像
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、

全
14
作
品
の
応
募
の
中
か
ら
、
映

像
制
作
の
専
門
家
な
ど
で
構
成
さ

れ
た
審
査
会
に
よ
る
厳
正
な
審
査

に
よ
り
、
下
段
の
４
作
品
が
受
賞

し
ま
し
た
。

　
本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
作
品
を
通

じ
て
「
日
本
人
の
心
」
や
「
日
本

の
ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら
し
さ
」
を

広
く
発
信
し
、
そ
の
価
値
に
つ
い

て
世
代
を
超
え
て
共
有
し
、
残

し
、
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
石
岡
の
「
ふ
る
さ

と
」
を
多
く
の
人
に
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
市
役
所
な
ど
で
上
映
会

を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、
中
央
図
書

館
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
を
行
う
な

ど
、
活
用
の
機
会
を
増
や
し
て
い

ま
す
。　

　
そ
こ
で
今
回
、
活
用
方
法
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
市
内
小
中
学
生
を

対
象
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
石
岡
映

像
コ
ン
テ
ス
ト
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
石
岡
映
像
コ
ン
テ
ス
ト

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
方
法

１
．
作
品
を
見
る

❶
中
央
図
書
館
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
借
り

　
て
作
品
を
見
る
。

❷
上
映
会
に
参
加
し
て
作
品
を
見
る
。

日
時
／
８
月
16
日
金

　
①
午
前
10
時
～ 

②
午
後
２
時
～

場
所
／
市
役
所
本
庁
舎

　
　
　
２
０
１
会
議
室

２
．
感
想
文
を
書
く

　
市
販
の
原
稿
用
紙
に
、
タ
イ
ト

　
ル
・
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
を

　
書
き
、
考
え
た
こ
と
、
感
じ
た

　
こ
と
な
ど
自
由
に
。

　
小
学
校
低
学
年
の
部

　
　
原
稿
用
紙
４
０
０
字
以
内

　
小
学
校
中
学
年
の
部

　
小
学
校
高
学
年
の
部　

 

中
学
生
の
部

　
　
原
稿
用
紙
８
０
０
字
以
内

３
．
応
募
す
る

　
各
小
中
学
校
に
夏
休
み
後
に
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
秘
書
広
聴
課

　
℡
23
・
７
２
７
５

≪作品紹介と上映会参加者の感想≫

獅子の道しるべ（最優秀作品賞）
制作者：山本 尚

た か し

志 氏 ( 東京都 )

・2 つの物語が短い中で丁寧に描かれてい
て心に沁みた。見慣れた風景が映し出さ
れているのもとてもうれしく楽しめた。
また観たいと思える作品。
・ストーリーが素晴らしい。石岡の各地、
獅子舞やお祭りについてなど、石岡の魅
力が伝わる作品だった。

Ishioka Heritage（審査委員特別賞・石
岡市観光協会会長賞）
制作者：仲野 哲

て つ ろ う

郎 氏（石岡市）

・私は生まれた時から石岡人で、石岡は
何もない所と思っていたが、もっともっ
と石岡を自慢したいと思った。
・外から来た人のほうが石岡への探求心
が豊富。小さい子でもとても分かりやす
い作品にしてあり、素晴らしく感動した。

石岡市の風景

ふ
る
さ
と
石
岡
映
像
コ
ン
テ
ス
ト

受
賞
作
品
を
み
よ
う
！

123



　　　　　　　５　　　広報いしおか８月１日号　№３３２

土
つ ち ぐ も

蜘蛛の復活(黒
くろさかのみこと

坂命を召還せよ！)(奨励賞)
制作者：石岡第二高等学校
　　　　「歴史は物語だ！」チーム

・おもしろさの中で石岡の歴史を知るこ
とができて良かった。学校でも放映する
と良いと思う。
・高校生が地元に興味を持って、参加し
たことが有意義なことだと思う。
・高校生の頑張りが伝わってきた。

食、つなぐ想い
　－生産者の声－茨城県石岡市（学生賞）
制作者：近松 栄

え い み

実 氏（東京都）

・消費者目線で食を生産する強い意欲を知
り、農業畜産業の大切さを改めて感じた。
・映像がすべて美しい。出演された農家・
牧場の人々も素敵だった。
・食の安全を一番に考え消費者に届けて
いる姿勢に感動。

45

〔写真説明〕
1 茅

か や ぶ

葺き屋根
2 看板建築
3 鳴滝
4 真家のみたま踊り
5 関川地区の大

おおにんぎょう

人形

さ
あ
、
見
つ
け
に
行
こ
う

ま
だ
知
ら
な
い
町
の
姿
を
求
め
て

子
ど
も
も
お
年
寄
り
も
踊
る

真
家
地
区
の
念
仏
踊
り

　
真
家
地
区
で
は
、８
月
15
日
に
、

地
区
の
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
が
地
区
内
の
寺
や
新
盆
の
家
を

回
っ
て
、
先
祖
の
供
養
の
た
め
に

念
仏
踊
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
「
真
家
み
た
ま
お
ど
り
」
と

呼
ば
れ
、
ル
ー
ツ
は
平
安
時
代
末

期
。
奈
良
の
長
谷
寺
の
高
僧
が
仏

教
を
広
め
よ
う
と
真
家
の
地
で
新

仏
が
で
き
た
と
き
に
、
老
若
男
女

を
寺
の
庭
に
集
め
、
三
日
三
晩
、

夜
を
徹
し
て
踊
り
、
供
養
し
た
の

が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
時
／
８
月
15
日
木
午
前
８
時

（
明
圓
寺
か
ら
ス
タ
ー
ト
）

一
度
見
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い

関
川
地
区
の

　
　

  

ユ
ニ
ー
ク
な
大
人
形

　
霞
ヶ
浦
の
そ
ば
の
関
川
地
区
で

は
、
８
月
16
日
に
全
身
を
杉
の
葉

で
く
る
ま
れ
た
大
人
形
を
作
り
ま

す
。
天
明
の
大
飢
饉
後
、
疫
病
な

ど
の
災
厄
が
入
っ
て
こ
な
い
よ
う

に
作
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
顔
は
力
強
い
眉

と
、
キ
ッ
と
結
ば
れ
た
口
、
そ
し

て
睨
み
を
き
か
せ
た
大
き
な
目

で
、
悪
い
も
の
が
入
っ
て
こ
な
い

よ
う
に
見
張
っ
て
い
る
の
で
す
。

毎
年
８
月
に
作
り
替
え
ら
れ
、
１

年
間
の
務
め
を
終
え
ま
す
。

日
時
／
８
月
16
日
金
午
後
３
時
頃

か
ら
（
場
所
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）。

---------------------------------

伝
統
行
事
が
あ
る
こ
と
は
、

そ
れ
を
守
っ
て
き
た
人
が

　
　
　

  

い
る
と
い
う
こ
と

　
大
き
く
変
わ
る
時
代
の
中
で
、

そ
の
形
態
を
少
し
ず
つ
変
化
さ
せ

る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
伝
統
行
事

は
残
っ
て
き
ま
し
た
。
伝
統
行
事

に
込
め
ら
れ
た
意
味
と
は
？
そ
れ

を
守
る
人
の
気
持
ち
と
は
？
皆
さ

ん
も
、
ま
だ
知
ら
な
い
石
岡
を
見

つ
け
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
？

問
秘
書
広
聴
課

　
℡
23
・
７
２
７
５



■  超高齢社会と向き合う関係機関等意見交換会の現場から　　　　  問高齢福祉課  ℡ 23‒7326

＃高齢ドライバー免許返納
＃身体機能と認知機能をどう維持する？
＃代替となる公共交通
＃自転車活用
＃道路環境

いつまで、
ハンドルを
握り続けられるのだろう

5,070人
■石岡市全体の免許保有者数は、
　5 万 3,093 人。
■市民全体の約 7 割が、　
　運転免許を保有。
■このうちの約 1 割が、
　75 歳以上の高齢ドラ
　イバーです。

石岡市の 75歳以上の運転免許保有者 県内の高齢者による交通事故の発生件数

326件
■ 75 歳以上のドライバーによる事故件
数。県内で起こった人身事故 3,595 件（6
月 20 日時点）うち約 1 割にあたります。

石岡市内の免許の自主返納者数

183人
■ 平成 30 年度に免許を自主返納した
65 歳以上の人数。2 日に 1 人の頻度で
返納されています。自主返納については
石岡警察署まで。℡ 28-0110

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
状
況
を

　
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
か
ら

　

岡
市
民
の
３
人
に
１
人

は
65
歳
以
上
︒
地
方
の
暮

ら
し
に
車
は
不
可
欠
な
一
方
で
︑

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事

故
が
報
道
さ
れ
る
と
︑
不
安
な
気

持
ち
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
や
そ

の
家
族
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
︒

　
市
内
に
は
75
歳
以
上
の
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
が
５
０
０
０
人
以
上
︒

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
を
迎
え

る
２
０
２
５
年
に
は
も
っ
と
多
く

な
る
こ
と
が
確
実
で
す
︒
通
勤
や

買
い
物
で
︑
車
に
大
き
く
依
存
し

て
い
る
現
役
世
代
も
︑
い
ず
れ
は

年
を
取
り
︑
車
の
運
転
が
で
き
な

く
な
る
︱
︒
ど
の
世
代
に
と
っ
て

も
︑
こ
の
問
題
は
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
︒

　
今
年
２
月
か
ら
︑
解
決
の
糸
口

を
見
つ
け
て
い
く
た
め
︑
市
役
所

内
の
関
係
部
署
と
石
岡
警
察
署
な

ど
の
関
係
機
関
が
連
携
し
て
︑
新

た
に
意
見
交
換
会
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
︒
↖

■ 

ま
ず
は
関
係
機
関
や
関
係
部
署
と
連
携
し
て

▲高齢福祉課が中心となり、公共交通・道路・
交通安全活動、介護・認知症予防などを担当
する部署の担当者や石岡警察署と連携し情報
共有するための会議です。

石超高齢社会と向き合う意見交換会
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在
︑
環
境
面
や
健
康
面
か

ら
全
国
的
に
自
転
車
の
活

用
事
例
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　
石
岡
市
で
も
昨
年
度
末
︑
自
転

車
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

﹁
り
ん
り
ん
タ
ウ
ン
構
想
﹂
を
策

定
し
ま
し
た
︒
自
動
車
へ
の
過
度

の
依
存
を
減
ら
す
こ
と
は
︑
子
ど

も
や
高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱
者
と

言
わ
れ
る
人
た
ち
が
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
を
目
指
す
こ
と
で
す
︒

　
昨
年
度
は
﹁
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
﹂
も
策
定
し
︑
自
転
車

活
用
だ
け
で
な
く
︑
車
の
代
替
手

段
と
し
て
の
公
共
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
ま
す
︒

半
身
を
ひ
ね
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
︑
運
転
時
の
後

方
確
認
の
際
に
︑
体
全
体
を
回
転

さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
︒
す
る
と
右
後
方
を
確
認
す
る

時
に
は
︑
ブ
レ
ー
キ
に
置
い
て
あ

る
足
が
右
側
に
あ
る
ア
ク
セ
ル
に

移
行
し
や
す
く
な
り
︑
ブ
レ
ー
キ

と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い
の
原

因
に
つ
な
が
る
の
で
す
︒
ひ
ね
り

が
難
し
く
な
る
の
は
︑
加
齢
に
伴

い
生
じ
る
猫
背
が
原
因
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
︒
ま
た
ド
ラ
イ
バ
ー
本

人
は
ま
っ
す
ぐ
に
座
っ
て
い
る
つ

も
り
で
も
︑
高
齢
に
な
る
と
ガ
ニ

股
の
姿
勢
を
取
り
や
す
く
な
り
ま

す
︒ガ
ニ
股
の
た
め
足
が
広
が
り
︑

ブ
レ
ー
キ
に
置
い
て
あ
る
足
が
右

側
に
あ
る
ア
ク
セ
ル
に
移
行
し
や

す
く
な
り
︑
結
果
と
し
て
踏
み
間

違
え
る
と
い
う
事
態
に
つ
な
が
る

の
で
す
︒
姿
勢
は
普
段
の
生
活
の

心
が
け
次
第
︒
介
護
予
防
体
操
を

毎
日
の
習
慣
に
し
て
︑
事
故
予
防

に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
︒

　本庁舎１階メロディア
スホール（多目的ホール）
で、新たにシルバーリハ
ビリ体操教室を開催しま
す。
　体操前には、参加者の
皆さんに福祉からイベン
トまで暮らしに役立つ情
報をお伝えする時間もあ
ります。
　9 月 2 日は、安全運転
のポイントをテーマにし
たお話しです（生涯現役
プラチナ応援事業対象）。 
日時　　　　　　　
　9 月 2 日� 
　①午後 1 時 30 分
　　　～午後 2 時 30 分 
　②午後 2 時 45 分
　　　～午後 3 時 45 分 
　9 月 27 日金
　①午後 1 時 30 分
　　　～午後 2 時 30 分　
　②午後 2 時 45 分
　　　～午後 3 時 45 分
 
場所　　　　　　　
本庁所１階多目的ホール 

定員　　　　　　　
40 人程度（１回あたり）
※事前申し込み不要。直
接お越しください。当日、
午後１時から受け付け。

問地域包括支援センター 　
℡ 35-1127 

シル・リハ
　 体験教室

介護予防体操で事故予防 上

ブレーキの踏み間違いの原因は
　「ひねれない体」と「ガニ股」
ドライバーのための事故予防体操をご紹介します。

「ひねり」の体操
■座ったまま足を組み、
手を前方に伸ばしながら
体をひねる。

（シルバーリハビリ体操
より）

■座ったまま足を組み、
手を前方に伸ばしながら
体をひねる。

（シルバーリハビリ体操
より）

「ガニ股」防止の体操
■座ったまま体を前に倒
し足首を、左右交互に
30 秒間パタパタする。

（スロー筋トレ体操より）

　　　　　　　７　　　広報いしおか８月１日号　№３３２
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ま ち の 話 題
子どもたちの未来の一歩を応援する、いのちの授業
石岡二高に、赤ちゃんがやってきた！

６
　 25

　石岡第二高等学校の普通科と生活デザイン科
の 2 年生 190 人を対象に、「赤ちゃんが学校に
やってくる～いのちと出会う・感じる授業（略
称 赤ちゃん学校）」が開催されました。
　この授業は「子どもたちには未来の子育てが、
ママ・パパには現在の子育てが、ともに明るく
輝きますように」がコンセプト。いのちが成長
する力、子育てという営みの貴重さを世代間の
交流を通じて双方に感じてもらうことを目的と
したプログラムで、NPO 法人ままとーん代表
の中井聖さんによる誕生学講座と、赤ちゃんと
のふれあい体験の２部構成となっています。
　NPO 法人ままとーんは、県南地区の子育て
中の女性たちが中心になって、情報誌や親子向
けイベントなどを行っている団体です。赤ちゃ
ん学校がスタートしたのは 2012 年で、すでに
100 校近くで実施してきました。平成 30 年度

には茨城県の事業に採択され、この取り組みを
広げるべく、NPO 法人水戸こどもの劇場とと
もに、開催地の子育てサークルと連携しながら
事業を行っています。
　今回は、市内で子育て中のママとパパも多数
参加し、合計 15 組の親子がゲストスピーカー
として、自らの出産・育児の経験を話しました。
　生活デザイン科主任の久保田先生は「赤ちゃ
んを抱っこした経験がない高校生も多いなか、
赤ちゃん学校を体験して、自分自身を大切な存
在であると実感することが、生徒たちにとって
の未来の一歩につながると考えています」と
話しました。石岡二高では平成 27 年度から

『筑
ちくすい

翠ルネサンス』を掲げ、生徒一人ひとりの
未来への一歩を支援する授業を展開していま
す。今回は、その一環として実施し、今後もこ
のような授業を継続して実施していく予定です。

◀参加した女性は「高
校生が、かわいいとニ
コニコしながら言って
くれると、自分自身と
ても嬉しい気持ちにな
れ、明日からも育児を
頑張ろうと思えます」
と話しました。

広報いしおか８月１日号　№３３２　　　８　　　　　　　



　昭和 40 年代、石岡駅ではぐれた飼い主を待
ち続けていた忠犬タローは、東小学校の児童た
ちにも可愛がられていました。
　青少年を育てる石岡市民の会東支部では、こ
の物語を子どもたちに伝えようと、タローの物
語を歌にした山本恵莉子さんらと共に、東小 3
年生を訪問。児童たちは、歌や踊りと共にタロー
の物語に耳を傾けていました。

石岡の忠犬
　タローを伝える

 6
　 14

　9 月末に迫った「いきいき茨城ゆめ国体」を
PR するためのラッピングポストが完成し、石
岡駅前に設置されました。
　除幕式では市内の幼稚園児が集まり、自分の
手形を押した応援メッセージを投函しました。
園児たちの応援メッセージは、8 月 7 日から市
役所本庁舎で特設展示を行い、国体当日には会
場内で披露する予定です。

石岡駅前に、
黄色いポストが出現！

 6
 　7

　東京都文京区と石岡市は、平成 8 年から「災
害時応援協定」を締結しています。これは、災
害救助に必要な職員派遣や被災住民の受け入れ
などで相互に協力しあうというもの。
　このようなつながりから、文京区の 23 人の
民生委員が石岡市を視察に訪れ、東地区の民生
委員・市民生委員連合会役員など 34 人と意見
交換を行いました。今年で２回目を迎えます。

文京区と石岡市の
   民生委員が意見交換

５
　 20

　大規模な地震や風水害など、石岡市が自然災
害の被害を受けたときや、その恐れがあるとき、
市内外にいる市民に向けて、防災情報を発信す
るため、株式会社茨城放送（代表取締役 北島
重司氏）と放送要請に関する協定を結びました。
　東日本大震災以降、茨城放送は「防災ラジオ
ステーション」として防災に取り組み、本協定
も、その一環として実施されました。

災害時の情報収集
頼りになるラジオ放送

７
　 ４
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　この数年、石岡商業高校では、地元食材
を使った商品開発に取り組んでいます。
　昨年は、市内で耕作放棄地の解消と高齢
者の生きがいづくりを目指して、えごま栽
培に取り組む「八郷えごまの会」と、全国
でも有数の酪農地帯である、小美玉市のふ
るさと食品公社の協力のもと、えごまアイ
スを商品開発。
　油を搾油した後のえごまも、実は栄養分
が豊富なのですが、これまで活用方法がな
いことが課題でした。これを小美玉市産の
生乳を使ったバニラアイスと合わせ、食物
繊維たっぷりのヘルシーなアイスに。この

「えごまアイス」が、商業高校フードグラ

ンプリ（主催：伊藤忠食品株式会社）の関
東・甲信越ブロックの代表に選ばれました。
　本選は、8 月 30・31 日に、東京・池袋
サンシャインシティ噴水広場地下 1 階で行
われます。当日は高校生によるプレゼンテー
ションや販売会も実施予定。お近くにお立
ち寄りの際には、石岡の高校生たちにエー
ルをお送りください。

商業高校フードグランプリに
　石岡商業高校「えごまアイス」が出場します

　ふるさと応援寄附とは、「ふるさと＝自
分が貢献したいと思う自治体」へ寄附する
制度です。
　「お世話になったふるさと」や「これから
応援したいふるさと」など、皆さんが思う「ふ
るさと」を自由に選ぶことができます。
　石岡市にも、この制度を通して全国から
ふるさと応援寄附金が寄せられました。寄
附金は、教育・福祉・地域の魅力向上など、
今後のまちづくりに活用していきます。 
平成 30年度実績
件数：8,489 件 
寄附総額：１億 2,311 万 1,608 円 

返礼品提供事業者を募集します
　現在、石岡市ふるさと応援寄附で、地元
特産品の PR として市の魅力を一緒に発信
してくれる事業者を募集しています。 

募集する返礼品 
　本市の魅力を発信できる特産品やサービ
スなど（要件あり） 詳しくはお問い合わせ
ください。 
※平成 30 年度から石岡市民には、返礼品 
をお送りしていません。

問管財課　℡ 23‒7294
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帰省した家族やご親戚に、ご紹介ください
石岡市の「ふるさと応援寄付金」

◀市内のコンビニエンススト
アなどで販売中のえごまアイ
ス。ターゲット層を、生徒たち
のお母さん世代の 40 代の女性
に設定し、えごまの食物繊維が
豊富な仕上がりに。

関東・甲信越ブロックの代表として本選に出場決定 ◀詳しくは、フードグ
ランプリのホームペー
ジを



令和元年春の叙勲等で、石岡市からは次の方々が
永年の功績により、晴れの栄誉に輝きました。

瑞宝双光章
岩本 泰則 氏

（元公立中学校長）

瑞宝双光章
大山 稔久 氏
（保護司）

瑞宝双光章
濱田 忠信 氏

（元八郷町立
林小学校校長）

瑞宝双光章
白田 清 氏

（元土浦市消防監）

瑞宝単光章
笠倉 民夫 氏

（元県警部補）

瑞宝単光章
渡部 剛 氏

（元 3 等空尉）

瑞宝双光章
永沼 正好 氏

（元石岡市消防司令長）

瑞宝双光章
吉永 行輝 氏

（元石岡市立府
中小学校校長）

瑞宝双光章
小松﨑 博 氏

（元学校歯科医）

瑞宝小綬章
鈴木 健 氏

（元県立筑波高校長）

瑞宝章：国家または公共に対し功労のあっ
た方で、公務などに長年にわたり従事し成
績を挙げた方

※令和元年 5 月 21 日時点で授与された方
をご紹介しています。

受章おめでとうございます

高齢者叙勲 -----------------------------------

春の叙勲 ------------------------------------ 危険業務従事者叙勲 -----------------------

危険業務従事者叙勲 -----------------------

叙 勲

高齢者叙勲 ----------------------------------
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石岡の歴史を知ろう
発掘調査報告展示「石岡を掘る」
　新池台遺跡（東石岡）、下ノ宮遺跡（三村）、
北田向遺跡（山崎）など縄文時代の遺跡を
中心に展示します。掘れば掘るほど面白い
のが地域の歴史。私たちの暮らすまち、石

岡の歴史をあなたも深掘りしてみませんか？
期間：8 月 1 日㊍～ 11 月 4 日�
　　　午前 9 時～午後５時
　　　※ 11 月は午後 4 時まで。
場所：常陸風土記の丘展示室（有料エリア）
問支所 文化振興課℡ 43‒1111（内線 1323）
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前
９
時
～
午
後
５
時

　
８
月
22
日
木

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
表
彰
式
は
18
日
日
午
後
2
時
～

※
8
月
19
日
月
は
休
館
日

場
所
／
中
央
公
民
館

問
℡
42
・
３
０
３
９
（
助
川
） 

▼
教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
進
め

　
る
た
め
、
市
で
は
昨
年
度
か
ら

　
学
校
閉
庁
日
を
設
け
、
こ
の
日

　
は
学
校
に
は
教
職
員
が
不
在
に

　
な
り
ま
す
。
な
お
緊
急
連
絡
先

　
は
教
育
委
員
会
指
導
室
で
す
。 

対
象
／
石
岡
市
立
の
全
小
中
学
校

学
校
閉
庁
日
／

　
夏
季
休
業
中 

８
月
13
日
～
16
日 

　
県
民
の
日
11
月
13
日

　
冬
季
休
業
中
１
月
４
日 

※
期
日
に
土
日
が
含
ま
れ
て
も
新

　
た
に
閉
庁
日
は
設
け
ま
せ
ん
。

問
2
教
育
委
員
会
指
導
室

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
６
５
）

筋
肉
調
整
と

　
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

～
い
つ
ま
で
も
動
け
る
体
づ
く
り

と
健
康
年
齢
の
延
伸
～ 

▼
転
倒
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、
猫
背

　
等
な
ど
を
改
善
す
る
た
め
「
軍

　
司
式
筋
肉
調
整
」
と
「
ス
ロ
ー

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」を
行
い
ま
す
。 

日
時
／
９
月
27
日
金
、

10
月
１
日
火
・
４
日
金
・
８
日
火
・

　

 

11
日
金
・
16
日
水
・
18
日
金
・

　

 

22
日
火 

午
前
10
時
～
正
午

　
（
初
回
の
み
午
後
０
時
30
分
） 

講
師
／
磯
野 

武
夫 

氏 

対
象
／
医
師
か
ら
運
動
を
制
限
さ

　
れ
て
い
な
い
60
歳
以
上

※
以
前
受
講
し
た
人
は
申
し
込
み

　
で
き
ま
せ
ん
。 

ポ
レ
ポ
レ
体
操

▼
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
体
を
動
か
し

　
て
、楽
し
く
心
地
よ
い
運
動
を
！ 

日
時
／
９
月
４
・
25
日
、

　
10
月
２
・
16
日
（
水
・
全
４
回
） 

　
午
前
10
時
～
11
時
15
分 

講
師
／
栃
本 

恵
子 

氏

対
象
／
女
性

英
語
で
ス
ピ
ー
チ
＆

　

  

レ
ジ
ン
ホ
ル
ダ
ー
作
り 

▼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
む
け
て
英
語

　
で
自
己
紹
介
ス
ピ
ー
チ
を
練
習

　
し
よ
う
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
レ
ジ

　
ン
ホ
ル
ダ
ー
を
作
っ
て
作
品
に

　
つ
い
て
も
ス
ピ
ー
チ
し
ま
す
。

※
レ
ジ
ン
と
は
ぷ
っ
く
り
ツ
ヤ
ツ
ヤ

　
透
明
感
の
あ
る
樹
脂
の
こ
と
。

日
時
／
９
月
１
日
日 

①
小
学
１
年
生
～
３
年
生

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

②
小
学
４
年
生
～
６
年
生

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時 

講
師
／
鈴
木 

愛
理 

氏 

　
　
　
飯
嶋 

佳
菜
恵 

氏 

参
加
費
／
６
０
０
円

対
象
／
小
学
生

---------------------------------
申
込
期
間
／
８
月
１
日
木
～
14
日
水 

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
・

月
曜
休
館
）
定
員
超
過
時
は
抽
選 

問
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り

　
の
館　
℡
35
・
１
１
２
６

▼
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
有
酸
素

　
運
動
を
取
り
入
れ
た
体
操
。
普

　
通
の
介
護
予
防
体
操
で
は
物
足

　
り
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

　
だ
さ
い
。

日
時
／
９
月
４
・
11
・
18
日
、

　
10
月
２・９
・
16
・
23
・
30
日

　
11
月
６
日
（
水
・
全
９
回
）

　
午
後
２
時
30
分
～
４
時

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま　

　
わ
り
の
館

対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

　
心
疾
患
が
な
く
、
医
師
か
ら
運

　
動
制
限
さ
れ
て
い
な
い
人

定
員
／
40
人（
定
員
超
過
時
は
抽
選
）

講
師
／
木
村
幸
子
氏

申
込
期
間
／
８
月
５
日
月
～
９
日
金

問
社
会
福
祉
協
議
会

　
℡
22
・
２
４
１
１

---------------------------------

市
民
会
館

　
映
画
鑑
賞
会

イベント

情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所 ℡ 43–1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

８
月
の

　
文
化
協
会
行
事

イベント

上
級
者
向
け

　
ひ
ま
わ
り
体
操

講　座

８
月
13
日
～
16
日

小
・
中
学
校
は
閉
庁

おしらせ

ひ
ま
わ
り
の
館
で

学
ぼ
う

講　座

広報いしおか８月１日号　№３３２　　１２　　　　　　　



▼
石
岡
市
更
生
保
護
女
性
の
会
と

　
石
岡
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
で
は
夏
休

　
み
の
学
習
を
応
援
し
ま
す
。

　
自
主
学
習
や
読
書
の
場
と
し
て

　
利
用
で
き
ま
す
。

日
時
／
８
月
26
日
月
～
28
日
水

　
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
み
ん
な
の
広
場

（
府
中
１
‐
４
‐
８
）

※
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら

徒
歩
１
分
。

対
象
／
小
学
校
低
学
年

定
員
／
１
日
10
人

問
石
岡
市
更
生
保
護
女
性
の
会

　
℡
22
・
６
７
７
２

▼
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
に

　
つ
い
て
体
験
を
通
じ
て
知
る
こ

　
と
が
で
き
る
ほ
か
、
牛
の
え
さ

　
や
り
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り
、

　
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
づ
く
り
な
ど

　
の
各
種
体
験
が
畜
産
セ
ン
タ
ー

　
で
行
え
ま
す
。

日
時
／ 

８
月
20
日
火

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時 

場
所
／ 
茨
城
県
畜
産
セ
ン
タ
ー  

対
象
／ 
親
子
（
年
長
児
～
小
学

　
３
年
生
）　

定
員
／
10
組
20
人

参
加
費
／ 

１
組
５
０
０
円 

申
込
方
法
／
８
月
10
日
土
ま
で
に

　
電
話
で
申
し
込
み

問
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
茨
城
12
団

（
山
口
）

　
℡
０
９
０・３
１
４
７・６
７
４
４

▼
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
障
が
い
の

　
あ
る
人
た
ち
の
体
力
増
進
と
社

　
会
参
加
の
意
欲
を
高
め
、
地
域

　
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
調
を
深

　
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
大
会

　
で
す
。
玉
入
れ
・
輪
投
げ
・
ボ

　
ウ
リ
ン
グ
・
パ
ン
食
い
競
争
な

　
ど
の
競
技
に
参
加
し
て
み
ま
せ

　
ん
か
。
当
日
は
バ
ザ
ー
も
開
催

　
し
ま
す
。 

日
時
／
10
月
26
日
土
午
前
10
時
～

場
所
／
石
岡
運
動
公
園
体
育
館 

対
象
／
市
内
在
住
で
各
種
障
害
者

　
　
　
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

申
込
期
限
／
９
月
６
日
金

問
1
社
会
福
祉
課　

 

　
℡
23
・
５
５
６
９

▼
盆
踊
り
や
三
村
囃
子
、
打
ち
上

　
げ
花
火
が
あ
る
ほ
か
、
模
擬
店

　
も
出
店
し
ま
す
。

日
時
／
８
月
24
日
土　
午
後
５
時

　
～
８
時
（
小
雨
決
行
）

場
所
／
大
雅
荘
駐
車
場

　
（
三
村
２
５
９
５-

２
）

問
大
雅
荘
（
安
田
・
内
田
）

　
℡
24
・
０
７
３
１

▼
模
擬
店
、
花
火
、
盆
踊
り
な
ど

　
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
さ
と
・

介
護
老
人
保
健
施
設
サ
ン
グ
リ
ー
ン

や
さ
と
共
催
）

日
時
／
８
月
17
日
土

　
午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分

　
（
雨
天
時
は
18
日
日
に
延
期
）

場
所
／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

　
さ
と
駐
車
場

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
さ
と　

　
℡
43
・
０
８
１
１

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

　

ペ
ー
ジ
に
、
バ
ナ
ー
広
告
枠

　
を
設
け
て
い
ま
す
。

掲
載
の
期
間
／
原
則
１
か
月
単
位

　
で
、
継
続
掲
載
可
能
。

広
告
料
／(

掲
載
１
か
月
に
つ

　
き)

１
枠
１
万
円

掲
載
で
き
な
い
も
の
／
政
治
や
宗

　
教
団
体
お
よ
び
そ
の
活
動
に
関

　
わ
る
も
の
や
、
公
共
の
秩
序
や

　
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の

申
込
方
法
／
窓
口
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
し
、
記
入
の
上
申
し
込
み

問
1
秘
書
広
聴
課

　
℡
２
３・７
２
７
５

2019 いきいき茨城ゆめ国体 正式競技「バドミントン」
とき　令和元年 9 月 29 日～ 10 月２日　　ところ　石岡運動公園体育館

　　　　　　　１３　　広報いしおか８月１日号　№３３２

石岡市のイベント情報・リ
アルタイム情報を発信中。
ぜひフォローしてみてくだ
さい。

石岡市公式 Twitter
運用中！

＠k_ishioka
# 石岡市

第４回 有明フェスティバル
▶学校がなくなっても、地域の人
が集まれる場を作ろうと、地元有
志や卒業生たちが中心になって運
営しています。かき氷、タピオカ
ジュース、カルビ串などの模擬店
のほか、石岡市ふるさと大使で同
中卒業生でもある歌手の高田梢枝
さん（日々かりめろ）のステージ
や打上げ花火など盛りだくさん。
日時：８月 11 日日午後１時から
※打上げ花火は午後７時 30 分～
場所：旧有明中学校跡地
問有明フェスティバル実行委員会
　（谷島）℡ 43–2163

有明中卒業生たちによる手作りイベント

大
雅
荘
・

は
ー
と
ふ
る
納
涼
祭

イベント

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

バ
ナ
ー
広
告

募　集

泰
仁
会
・
江
隆
会
合
同

　
第
24
回
納
涼
祭

イベント

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

一
日
体
験

イベント

第
26
回
石
岡
市
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者

募　集

夏
休
み

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

おしらせ



情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

問 1 石岡市役所本庁舎　2 八郷総合支所 ℡ 43–1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

第
３
回
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

「
結ゆ

い

」    （
申
込
不
要
）

▼
今
回
の
内
容
は
「
聞
い
て
！
教

　
え
て
！
介
護
の
あ
れ
こ
れ
！
」。

　
現
在
、
介
護
し
て
い
る
方
か
ら

　
介
護
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
ま

　
で
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
当

　
日
は
、
介
護
の
仕
事
を
し
て
い

　
る
専
門
職
も
参
加
し
ま
す
。

日
時
／
８
月
20
日
火

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

場
所
／
八
郷
総
合
支
所
2
階

　
里
山
カ
フ
ェ
「
ゆ
い
て
ら
す
」 

対
象
／
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、

　
　
　
地
域
住
民

物
忘
れ
相
談
会
（
予
約
制
）

▼
市
内
の
精
神
科
医
療
機
関
に
勤

　
務
す
る
精
神
保
健
福
祉
士
に
よ

　
る
相
談
会
で
す
。

　
認
知
症
は
、
誰
で
も
な
る
可
能

　
性
が
あ
り
ま
す
。
早
期
診
断
・

　
治
療
、
介
護
計
画
を
立
て
て
お

　
く
こ
と
が
大
切
で
す
（
秘
密
は

　
厳
守
さ
れ
ま
す
）。

日
時
／
８
月
７
日
水 

、

　
　
　
９
月
11
・
25
日
水 

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
ま
た
は
訪
問
に
よ
る
相
談
） 

認
知
症

　
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト

▼
認
知
症
は
脳
の
障
害
で
、記
憶・

　
時
・
場
所
・
人
の
認
識
、
計
算

　
な
ど
の
認
知
能
力
が
低
下
し
、

　
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難

　
に
な
る
病
気
で
す
。
加
齢
に
伴

　
う
も
の
忘
れ
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
身
近
な
人
や
自
分
自
身
の
状
態

　
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

※
サ
イ
ト
利
用
料
は
無
料
（
通
信

　
料
は
自
己
負
担
）で
す
。チ
ェ
ッ

　
ク
の
結
果
、
心
配
な
人
は
地
域

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
も
の
忘

　
れ
相
談
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
℡
35-

１
１
２
７ 

▼
高
齢
者
の
口
腔
機
能
の
低
下
や

　
肺
炎
等
の
疾
病
を
予
防
す
る
た

　
め
に
、
無
料
の
歯
科
健
康
診
査

　
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
／
９
月
１
日
日
〜
12
月
31
日

　
火
（
休
診
日
は
除
く
）

場
所
／
茨
城
県
歯
科
医
師
会
に
所

　
属
の
事
業
実
施
歯
科
医
療
機
関 

※
引
き
続
き
治
療
を
行
う
際
は
、　

　
別
途
治
療
費
が
か
か
り
ま
す
。 

対
象
／
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
次
の

　
生
年
月
日
の
方 

①
昭
和
18
年
４
月
１
日
〜
昭
和
19

　
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方 

②
昭
和
13
年
４
月
１
日
〜
昭
和
14

　
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方 

③
昭
和
８
年
４
月
１
日
〜
昭
和
９

　
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方 

※
対
象
者
に
は
８
月
中
旬
頃
に
健

　
診
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
（
施

　
設
等
入
所
者
は
除
く
）。

申
込
方
法
／
事
業
実
施
歯
科
医
療

機
関
へ
予
約
の
上
、
受
診

問
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合 

事
業
課 

　
℡
０
２
９・３
０
９・１
２
１
２

介護のあれこれ、
お話しします

広報いしおか８月１日号　№３３２　　１４　　　　　　　

人生会議が始まっています

　万が一に備えて、あなたの大切にし
ている事や、どんな医療を望んでいる
かについて自分で考えたり、家族と話
し合ったりすることを、アドバンス・
ケア・プランニング（ACP）、またの
名を人生会議といいます。
　地域包括支援センターでは、市内の
医療・福祉・介護などの専門職が一堂
に会する研修会を実施し、ACP に関
する理解や連携を深めています。6 月
26 日に行われた研修会には 87 人が参
加しました。9 月に市民向けの講演会
も予定しています（詳細は 8 月 15 日号
に掲載予定）。

広 告 掲 載 欄

高
齢
者
対
象

　
歯
科
健
康
診
査

無　料

認
知
症
に
つ
い
て

考
え
よ
う

イベント



2019 いきいき茨城ゆめ国体 正式競技「バドミントン」
とき　令和元年 9 月 29 日～ 10 月２日　　ところ　石岡運動公園体育館

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

土
浦
キ
ラ
ラ
ま
つ
り

２
０
１
９

▼
土
浦
駅
前
通
り

　
が
七
夕
飾
り
で

　

装
飾
さ
れ
、

　
七
夕
お
ど
り
や
山
車
巡
行
が
行

　
わ
れ
ま
す
。
霞
ヶ
浦
湖
上
で
は

　
観
光
遊
覧
船
や
観
光
帆
曳
船
が

　
出
る
な
ど
、
大
人
か
ら
子
ど
も

　
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛

　
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日
時
／
８
月
３
日
土
・
４
日
日

　
午
後
１
時
〜
９
時
30
分

場
所
／
土
浦
駅
前
通
り

問
土
浦
市
観
光
協
会

　
℡
０
２
９・８
２
４・２
８
１
０

---------------------------------

２
０
１
９
い
な
し
き

　
　
夏
ま
つ
り
花
火
大
会

▼
午
後
３
時
か
ら
は
郷
土
芸
能
な

　
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
。
会

　
場
に
は
地
元
特
産
品
な
ど
の
模

　
擬
店
多
数
。
夜
の
花
火
大
会
は

　
県
内
有
数
の
打
ち
上
げ
数
を
誇

　
り
ま
す
。
な
か
で
も
フ
ィ
ナ
ー

　
レ
を
飾
る
ス
タ
ー
マ
イ
ン
は
圧

　
巻
で
す
。

日
時
／
８
月
24
日
土
午
後
３
時
〜

　
９
時
（
花
火
は
午
後
７
時
〜
）

場
所
／
江
戸
崎
総
合
運
動
公
園

　
（
稲
敷
市
荒
沼
３-

１
）

問
稲
敷
市
役
所
商
工
観
光
課

　
℡
０
２
９・８
９
２・２
０
０
０

---------------------------------

第
66
回
と
り
で

　
　
　
　

  
利
根
川
大
花
火

▼
大
利
根
橋
の
開
通
を
記
念
し
て

　
始
ま
っ
た
伝
統
の
花
火
大
会
。

　
雄
大
な
利
根
川
の
夜
空
を
彩
る

　
夏
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時
／
８
月
10
日
土
午
後
７
時
〜

　
８
時
15
分
（
荒
天
時
は
11
日
、

　
12
日
ま
で
順
延
）

場
所
／
取
手
緑
地
運
動
公
園
（
利

　
根
川
河
川
敷
）

問
取
手
市
観
光
協
会

　
℡
０
２
９
７・７
４・０
２
１
７

-------------------------------

み
ら
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

▼
人
気
お
笑
い
芸
人
に
よ
る
ラ
イ

　
ブ
や
騎
士
竜
戦
隊
リ
ュ
ウ
ソ
ウ

　
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
の
ほ
か
グ
ル
メ

　
ブ
ー
ス
や
各
種
模
擬
店
な
ど
、

　
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
（
会
場
へ

　

は
、
Ｔ
Ｘ
み
ら
い
平
駅
か
ら
無

　
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用
す
る

　
の
が
便
利
で
す
）

 

日
時
／
８
月
３
日
土

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
／
つ
く
ば
み
ら
い
市
総
合
運

　
動
公
園

（
つ
く
ば
み
ら
い
市
小
張
１
７
７
０
） 

問
つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工
会　

　
℡
０
２
９
７・５
８・１
７
０
０ 

夏
夜
を
幻
想
的
に
彩
る
伝
統
芸
能

「
綱つ

な
び火
」 

▼
つ
く
ば
み
ら
い
市
で
は
２
つ
の

　
流
派
に
よ
る
、
あ
や
つ
り
人
形

　
と
仕
掛
け
花
火
を
融
合
し
た
伝

　
統
芸
能
「
綱
火
」（
国
指
定
重

　
要
無
形
民
俗
文
化
財
）
が
開
催

　
さ
れ
ま
す
。
①
小お

ば
り
ま
つ
し
た

張
松
下
流
綱

　
火
・
②
高た

か
お
か岡

流
綱
火 

日
時
／
①
８
月
24
日
土
午
後
７
時
〜

　
　

   

②
25
日
日
午
後
７
時
〜 

場
所
／
①
小お

ば
り
あ
た
ご

張
愛
宕
神
社
（
小
張

３
２
３
５
）②
高た

か
お
か
あ
た
ご

岡
愛
宕
神
社（
高

岡
６
３
１
） 

問
つ
く
ば
み
ら
い
市
役
所

　
生
涯
学
習
課 

文
化
振
興
室　

　
℡
０
２
９
７・５
８・２
１
１
１

---------------------------------

第
６
回
守
谷
灼
熱
の
雪
合
戦

～ 

肉
と
氷
を
そ
え
て 

～

▼
子
ど
も
に
人
気
の

ス
ノ
ー
パ
ー
ク
の
ほ

か
昨
年
好
評
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
か
き
氷
と
肉
料
理
が
メ
イ

ン
の
食
の
祭
典
「
灼
熱
の
食
祭
肉

VS
氷
」
も
同
時
開
催
で
す
。

日
時
／
９
月
１
日
日

雪
合
戦
国
際
大
会
予
選

　
午
前
８
時
〜
午
後
４
時

灼
熱
の
食
祭
肉
VS
氷

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
／
守
谷
駅
東
口
側
広
場
（
守

　
谷
市
中
央
２
丁
目
９
）

問
第
６
回
守
谷
灼
熱
の
雪
合
戦

実
行
委
員
会

　
℡
０
９
０・４
７
５
６・１
７
０
３

　　　　　　　１５　　広報いしおか８月１日号　№３３２

広 告 掲 載 欄

県
南
市
町
の

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

イベント



▼
10
月
１
日
か
ら
小
児
マ
ル
福
制

　
度
の
外
来
の
対
象
範
囲
を
18
歳

　
ま
で
拡
大
し
ま
す
。
助
成
を
受

　
け
る
に
は
「
医
療
福
祉
費
受
給

　
者
証
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

　
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

　
書
は
対
象
者
へ
郵
送
し
ま
す
。

　
す
で
に
【
入
院
の
み
】
の
受
給

　
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
申
請
不

　
要
で
す
。
８
月
末
ま
で
に
申
請

　
さ
れ
た
方
に
は
、
９
月
末
ま
で

　
に
「
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
」

　
を
郵
送
し
ま
す
。

問
1
保
険
年
金
課
℡
23‐７
３
１
８

▼
不
妊
症
に
つ
い
て
、
助
産
師
や

　
不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
共
に
妊

　
活
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ミ
ニ
講
話
を

　
交
え
な
が
ら
、
疑
問
や
悩
ん
で

　
い
る
こ
と
、
聞
い
て
み
た
い
こ

　
と
な
ど
、
み
ん
な
で
一
緒
に
お

　
話
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
９
月
１
日
日

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

会
場
／
茨
城
県
三
の
丸
庁
舎

申
込
方
法
／
８
月
26
日
月
ま
で
に

　
電
話
で
申
し
込
み

問
茨
城
県
産
婦
人
科
医
会

　
℡
０
２
９‐
２
４
１‐
１
１
３
０

▼
茨
城
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　
（
共
催　

茨
城
司
法
書
士
会
）

　
と
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　
で
は
、
養
育
費
に
関
す
る
無
料

　
電
話
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
７
日
土

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
℡
０
１
２
０
‐
５
６
７
‐
３
０
１

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
相
談
料
は
無
料
。
秘
密
厳
守
。

問
茨
城
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　
℡
０
２
９‐
２
９
１‐７
８
５
６

▼
八
郷
地
区
の
人
を
対
象
に
食
用

　
廃
油
の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。 

　
職
員
が
自
宅
ま
で
伺
い
ま
す
の

　
で
、
希
望
す
る
人
は
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。 

回
収
日
／

①
８
月
20
日
火　
柿
岡
・
小
幡
・　
　

　
葦
穂
・
恋
瀬
地
区 

②
８
月
21
日
水　
瓦
会
・
園
部
・　
　

　
林
・
小
桜
地
区 

申
込
方
法
／
回
収
日
前
日
ま
で
に

　
電
話
で
申
し
込
み

　
・
問 

2
支
所
総
務
課

　
（
内
線
１
３
３
５
）

情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

問 1 石岡市役所本庁舎　2 八郷総合支所 ℡ 43–1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

児童扶養手当の現況届を
提出しましょう
▶児童扶養手当は、ひとり親家庭を対象
に支給される手当です。提出がない場合、
８月以降の手当は支給されませんので、
ご注意ください。なお、該当者には８月
上旬に通知書を郵送します。

期間／８月５日月～９日金
午前８時 30 分～午後５時 15 分
※水曜日は午後７時まで。
提出場所／こども福祉課（本庁）
　　　　　市民窓口課（支所） 
提出書類
①児童扶養手当現況届
②養育費に関する申告書
③受給資格確認票 
※その他必要に応じて、提出書類があ
ります。
手当の支給額（月額） 
児童１人 
　全部支給　42,910 円
　一部支給　42,900 円～ 10,120 円 
児童２人目の加算額 
　全部支給　10,140 円 
　一部支給　10,130 円～ 5,070 円 
児童３人目以降の加算額 
　　　　　　　　（１人につき） 
　全部支給　6,080 円 
　一部支給　6,070 円～ 3,040 円 

問 1 こども福祉課　℡ 23-7331

食
用
油
の

　
　
回
収
を
実
施

おしらせ

養
育
費
相
談
会

相　談

「
妊
活
会
」

　
　
　
開
催

おしらせ

広報いしおか８月１日号　№３３２　　１６　　　　　　　

申

小
児
マ
ル
福
外
来

　
18
歳
ま
で
拡
大

おしらせ

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



▼
介
護
保
険
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

　
用
額
の
１
～
３
割
を
利
用
者
が

　
負
担
し
ま
す
。

　
残
り
の
７
～
９
割
の
う
ち
23
％

　
相
当
分
を
65
歳
以
上
の
人
の
保

　
険
料
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
65
歳

　
以
上
の
保
険
料
は
、
前
年
の
所

　
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

年
金
天
引
き
の
人
へ

▼
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引

　
き
さ
れ
る
特
別
徴
収
の
人
に
は

　
８
月
上
旬
に
「
介
護
保
険
料
額

　
決
定
通
知
書
兼
特
別
徴
収
変
更

　
開
始
通
知
書
」を
送
付
し
ま
す
。

年
金
天
引
き
さ
れ
な
い
人
へ

▼
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引

　
き
さ
れ
な
い
普
通
徴
収
の
人
に

　
は
８
月
中
旬
に
「
介
護
保
険
料

　
額
決
定
通
知
書
兼
納
入
通
知
書
」

　
を
送
付
し
ま
す
。
各
納
期
限
ま

　
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

普
通
徴
収
の
納
期
と
納
期
限

　
第
３
期 

９
月
２
日
�

　
第
４
期 

10
月
31
日
㊍

　
第
５
期 

12
月
25
日
水

　
第
６
期 

令
和
２
年
３
月
２
日
�

問
1
介
護
保
険
室

　
℡
23-

７
３
２
７

2019 いきいき茨城ゆめ国体 正式競技「バドミントン」
とき　令和元年 9 月 29 日～ 10 月２日　　ところ　石岡運動公園体育館

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

日
時
／
８
月
10
日
土

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

会
場
／
つ
く
ば
国
際
会
議
場　

　
　
　
中
会
議
室
２
０
２

　
（
つ
く
ば
市
竹
園
２
‐
20
‐
３
）

テ
ー
マ
／
「
子
ど
も
の
生
き
づ
ら

　
さ
に
耳
を
傾
け
る
︱
自
殺
防
止

　
の
た
め
に
︱
」

講
師
／
諸
富　
祥
彦
氏

　
　
　
（
明
治
大
学
文
学
部
教
授
）

申
込
方
法
／
ネ
ッ
ト
申
込
の
み

https://www.kokuchpro.com/
event/iid20190810/

問
社
会
福
祉
法
人　
茨
城
い
の
ち

　
の
電
話　
事
務
局

　
℡
０
２
９‐８
５
２‐８
５
０
５

「
自
殺
予
防
講
座
」

　
　
　
　
　
開
催

おしらせメールマガジンで

今すぐメルマガに登録を！
　防災情報を発信中

　　　　　　　１７　　広報いしおか８月１日号　№３３２

介
護
保
険
料
が

　
　
　
　
　
決
定

おしらせ

段階 課税状況 所得の基準額 保険料率 年額（円）

1
生活保護または老齢福祉年金受給者で世帯全員が非課税

0.375 25,450

世帯全員が非課税

合計所得金額 ( ※ 1) ＋
年金収入 ( ※ 2)　80 万円以下

2 合計所得金額＋年金収入   80 万円超～ 120 万円以下 0.625 42,410

3 合計所得金額＋年金収入　120 万円超 0.725 49,200

4 本人が非課税
（世帯の誰かは課税）

合計所得金額＋年金収入　80 万円以下　 0.9 61,080

5 合計所得金額＋年金収入　80 万円超 １ 67,870
6

本人課税

合計所得金額　 120 万円未満 1.2 81,440
7 〃 120 万円以上 200 万円未満 1.35 91,620
8 〃 200 万円以上 300 万円未満 1.6 108,590
9 〃 300 万円以上 500 万円未満 1.8 122,160
10 〃 500 万円以上 2.1 142,520

※ 1 収入金額から必要経費に相当する金額を控除した金額のことで、扶養控除や医療費控除などの所得控除をする前の金額。
※ 2 国民年金・厚生年金・共済年金等課税対象となる種類の年金収入額のこと。障害年金・遺族年金・老齢福祉年金等は含ま
　れません。

◆令和元年度 所得段階別保険料　※第１段階から第３段階の保険料が変わります。 

広 告 掲 載 欄



情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

問 1 石岡市役所本庁舎　2 八郷総合支所 ℡ 43–1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

▼
受
講
す
る
に
は
住
民
票
や
卒
業

　
証
明
書
、
受
講
手
数
料
な
ど
が　

　
必
要
で
す
。
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を

　
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日
時
／
10
月
31
日
木

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
受
付
は
午
後
０
時
30
分
か
ら　

講
習
会
日
時
／
９
月
25
日
水

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

※
受
付
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

試
験
・
講
習
会
場
所
／

　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲 

申
込
締
切
／
８
月
16
日
金

問
下
水
道
課

　
℡
23-

７
７
４
２

▼
下
水
道
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

　
め
、
市
内
の
小
中
学
校
を
対
象

　
に
「
令
和
元
年
度
茨
城
県
下
水

　
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル
（
茨

　
城
県
主
催
）」
へ
の
応
募
作
品

　
を
募
集
し
ま
す
。

部
門
／
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門
、

　
作
文
部
門
、
書
道
部
門
、
標
語

　
部
門
、
新
聞
部
門 

対
象
／
市
内
各
小
中
学
校
生

応
募
方
法
／
市
内
各
小
中
学
校
を

　
通
じ
て
募
集 

問
下
水
道
課

　
℡
23-

７
７
４
２

▼
「
下
水
道
の
日
」
は
、
昭
和
36

　
年
に
、
当
時
整
備
の
遅
れ
て
い

　
た
下
水
道
の
全
国
的
な
普
及
促

　
進
の
た
め
「
全
国
下
水
道
促
進

　
デ
ー
」
と
し
て
制
定
さ
れ
た
の

　
が
始
ま
り
で
す
。
９
月
10
日
と

　
な
っ
た
の
は
、
下
水
道
の
大
き

　
な
役
割
の
一
つ
で
あ
る
「
浸
水

　

の
防
除
」
を
念
頭
に
、
台
風

　
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
立
春
か
ら
数

　
え
て
２
２
０
日
が
適
当
で
あ
る

　
と
さ
れ
た
か
ら
で
す
。そ
の
後
、

　
平
成
13
年
に
よ
り
親
し
み
の
あ

　
る
「
下
水
道
の
日
」
と
い
う
名

　
称
に
な
り
ま
し
た
。 

下
水
道
の
役
割
と
は
？ 

　
お
風
呂
や
ト
イ
レ
な
ど
家
庭
か

　
ら
汚
水
を
集
め
て
浄
化
し
、
自

　

然
に
か
え
す
大
切
な
役
割
を

　
担
っ
て
い
ま
す
。

問
下
水
道
課

　
℡
23-
７
７
４
２

▼
道
路
や
歩
道
へ
の
倒
木
・
枝
の

　

張
り
出
し
で
通
行
の
支
障
に

　
な
っ
て
い
る
箇
所
が
多
数
見
ら

　
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
原
因
で
車

　
両
や
歩
行
者
に
事
故
が
発
生
し

　
た
場
合
に
は
、
そ
の
樹
木
の
所

　
有
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
多

　
発
し
て
い
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台

　
風
へ
の
対
策
と
し
て
も
、
自
宅

　
周
辺
の
環
境
整
備
に
ご
協
力
く

　
だ
さ
い
。 

作
業
時
の
注
意
点 

・
電
線
や
電
話
線
が
あ
る
箇
所
の

　
作
業
は
危
険
を
伴
う
の
で
、
最

　
寄
り
の
東
京
電
力
や
N
T
T
に

　
連
絡
し
、
立
ち
会
い
の
も
と
で

　
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

・
作
業
す
る
周
辺
を
通
行
す
る
車

　
両
や
自
転
車
、
歩
行
者
の
安
全

　
確
保
と
、
樹
木
か
ら
の
転
落
防　

　
止
な
ど
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

　
さ
い
。 

問
県
道
：
茨
城
県
土
浦
土
木
事
務
所　

　
℡
０
２
９・８
２
２・４
３
４
６ 

　
市
道
：
道
路
建
設
課

　
℡
23-

５
５
２
９

広報いしおか８月１日号　№３３２　　１８　　　　　　　

　
お
盆
の
供
物
は
、
８
月
16
日
金

午
前
８
時
ま
で
に
最
寄
り
の
指
定

場
所
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
指
定

収
集
日
に
分
別
し
て
一
般
集
積
所

へ
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

※
中
身
が
入
っ
た
缶
・
ビ
ン
類
、

ち
ょ
う
ち
ん
や
祭
壇
類
は
回
収
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
線
香
は
火

災
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
立
て

な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課

　
℡
23-

７
３
０
１

道
路
へ
の
倒
木
・

枝
の
張
り
出
し
に
注
意

おしらせ

９
月
10
日
は

　
　
　
下
水
道
の
日

おしらせ

石
岡
地
区
の
み
な
さ
ん
へ

お
盆
の
御
供
物
は

　
８
月
16
日
金
午
前
８
時
ま
で
に

排
水
設
備
主
任
技
術
者

　
　
　
試
験
・
講
習
会

募　集

下
水
道
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
作
品
募
集

募　集

※宮部地区ふれあい農園駐車場の御霊送り回収は平成 30 年度から廃止。
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▼
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ　

　
と
、将
来
に
対
す
る
不
安
な
ど
、

　
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
／
８
月
17
日
土

　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

　
（
国
府
５-

７-

１
）

相
談
内
容
／
遺
言
、
相
続
な
ど
各

　
種
行
政
手
続
き

※
前
日
ま
で
に
電
話
で
予
約

問
茨
城
県
行
政
書
士
会
県
南
支
部

　
℡
43-

０
５
３
６
（
若
山
）

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
受
付
し

　
た
求
人
か
ら
自
分
に
合
っ
た
仕

　
事
が
見
つ
か
る
よ
う
、
相
談
し

　
な
が
ら
仕
事
の
紹
介
を
行
っ
て

　
い
ま
す
。 

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
内
容 

　
①
就
職
に
関
す
る
相
談
②
求
人

　
の
紹
介
③
求
人
情
報
の
提
供

　
④
応
募
書
類
の
書
き
方
⑤
職
業

　
訓
練
の
案
内
な
ど  

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡

　
℡
26
・
８
１
４
１

警
察
官
Ａ
採
用
（
大
卒
程
度
）

人
数
／
男
性
約
40
名
、女
性
約
５
名

資
格
／
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降

　
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
（
短

　
大
を
除
く
）
卒
業
し
た
人
、
若

　
し
く
は
令
和
２
年
３
月
31
日
ま

　
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

警
察
官
Ｂ
採
用
（
Ａ
区
分
以
外
）

人
数
／
男
性
約
80
名
、女
性
約
10
名

資
格
／
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら

　
平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　
ま
れ
た
人
で
、
警
察
官
Ａ
の
受

　
験
資
格
（
学
歴
区
分
）
に
該
当

　
し
な
い
人

受
付
／
８
月
22
日
木
午
後
５
時
ま

　
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
電
子

　
申
請
）
か
ら
申
し
込
み

一
次
試
験
／
９
月
22
日
日

採
用
予
定
日
／
令
和
２
年
４
月
１
日

問
石
岡
警
察
署
警
務
課

　
℡
28-

０
１
１
０

※
募
集
要
項
や
採
用
説
明
会
の
情

　
報
は
石
岡
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
随
時
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。

▼
ご
両
親
の
相
談
も
可
能
で
す
。

日
時
／
８
月
25
日
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
／
東
地
区
公
民
館

　
（
東
石
岡
４-

６-

24
）

必
要
書
類
／
身
上
書
・
写
真
（
L

　
版
１
枚
）

問
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
石
岡
地

　
域
支
部

　
℡
23
・
３
８
２
９
（
大
内
）

▼
５
年
ご
と
に
全
国
的
に
行
わ
れ

　
る
こ
の
調
査
は
、
国
や
県
の
各

　
種
行
政
施
策
や
、
税
金
・
年
金

　
制
度
の
改
定
な
ど
の
た
め
の
貴

　
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
８
月

　
か
ら
調
査
員
が
世
帯
を
訪
問
し

　
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力

　
を
お
願
い
し
ま
す
。 

時
期
／
10
月
〜
11
月
（
２
か
月
間
）

調
査
対
象
地
区
／

　
旭
台
、
東
光
台
、
南
台
、
三
村

　
各
地
区
の
一
部 

問
政
策
企
画
課

　
℡
23
・
７
２
７
７

第
53
回
石
岡
地
方
中
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
（
団
体
）

５
月
19
日
・
柏
原
野
球
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

男
子
優
勝
／
土
浦
第
二
中
学
校

女
子
優
勝
／
玉
造
中
学
校

春
季
混
合
年
齢
別

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

５
月
26
日・石
岡
運
動
公
園
体
育
館

混
合
複
A

優
勝
／
岡
野 

晃
輝
・
飯
村 

梨
衣
子

混
合
複
B

優
勝
／
稲
葉 

穣
・
松
本 

敏
美

混
合
複
C

優
勝
／
鈴
木 

良
太
・
関
口 

啓
子

混
合
複
D

優
勝
／
栗
原 

博
之
・
伊
藤 

陽
美

混
合
複
E

優
勝
／
井
上 

茂
・
小
松
崎 

佐
知
子

第
８
回
石
岡
市
議
会
議
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

６
月
７
日
・
石
岡
運
動
公
園

男
子
優
勝
／
岩
田 

晴
雄

女
子
優
勝
／
狩
谷 

栄
子

第
８
回
石
岡
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会

会
長
杯
大
会 

６
月
13
日
・
ひ
ま
わ
り
の
館 

男
子
シ
ニ
ア
の
部 

優
勝
／
古
谷
田 

光
義 

男
子
ゴ
ー
ル
ド
シ
ニ
ア
の
部 

優
勝
／
千
葉 

勝
守 

女
子
の
部
優
勝
／
富
田 

き
よ
子

第
22
回
石
岡
市
長
杯

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

６
月
15
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

準
優
勝
／
三
友
ク
ラ
ブ

令
和
元
年
度
石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
市
長
杯
剣
道
大
会

６
月
16
日
／
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

団
体
の
部

優
勝
／
林
少
年
剣
道
教
室
A

３
年
生
以
下
の
部

優
勝
／
櫻
井 

蒼
汰(

小
幡
剣
道
教
室)

４
年
生
の
部

優
勝
／
坂
本 

陽
音(

府
中
剣
友
会)

５
年
生
の
部

優
勝
／
飯
田 

凰
太(

林
少
年
剣
道
教
室)

６
年
生
の
部

優
勝
／
山
下 

梅
冬(

府
中
剣
友
会)

第
23
回
石
岡
市
長
杯

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

６
月
19
日
・
柏
原
池
公
園 

男
子
の
部
優
勝
／
田
村 

貞
雄 

女
子
の
部
優
勝
／
千
葉 

初
子

32
歳
ま
で
受
験
可

　
警
察
官
採
用
試
験

おしらせ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

おしらせ

スポーツ

５
月
～
６
月

　
　
　
大
会
結
果

行
政
書
士
の

　
　
　
無
料
相
談
会

相　談

予
約
不
要
！

　
無
料
結
婚
相
談
会

相　談

ご
協
力
く
だ
さ
い

全
国
家
計
構
造
調
査

おしらせ



健康ガイドテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

問 石岡保健センター ℡ 24-1386　八郷保健センター ℡ 43–6655

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

02

03

01
８月の地区健診  

健診項目・個人負担金　※ 70 歳以上は無料
・健康診査（18 ～ 39 歳）：1,000 円
・特定健康診査（40 ～ 74 歳）：1,000 円
・後期高齢者健康診査（75 歳以上）：無料
・肺がん検診（40 歳以上）：300 円
・大腸がん検診（40 歳以上）：500 円
・前立腺がん検診（50 歳以上男性）：600 円
・肝炎ウイルス検査
（40 歳以上で過去受診歴がない人）：1,000 円

当日の受付時間：午前９時 30 分～ 11 時・午後１時 30 分～３時

※健康診査 (39 歳以下 )・大腸がん検診・肝炎ウイ 
　ルス検査を希望する人は事前にお申込ください。
※ S37.4.2 ～ S54.4.1 生まれの男性に風しんの抗体
　検査を実施しています。要申込。
※生活保護や世帯員全員非課税などに該当する人
　は、事前申請により負担金が免除になります。
　詳しくはお問い合わせください。

受診券について（当日、保険証と共に持参）
①18～ 39歳の人：保健センターに事前申込。
②国保加入の40～ 74歳の人：「特定健康診査受診
　券」を持参（保険年金課から郵送済）。 
③国保外の40～ 74歳の方：加入中の医療保険者
　に確認。 
④75歳以上の方：「後期高齢者の健康診査受診券」
　を持参（保険年金課から郵送済）。 

７月 23 日から申込受付中！子宮がん・乳がん集団検診

・乳がん検診
　- 超音波検査（30 歳～ 65 歳）：1,000 円
　- マンモグラフィ２方向（40 ～ 49 歳）：1,500 円
　- マンモグラフィ１方向（50 歳以上）：1,000 円

※マンモグラフィは 2 年に 1 度の検査です。
※ 40 歳以上 50 歳未満の方は、マンモグラフィ
　と超音波検査の併用検診をお勧めします。
※超音波検診対象の生年月日は S29.4.2~H1.4.1 です。
※ 40 歳以上の方は大腸がん検診（便潜血検査 2
　日法・500 円）も同日に受ける事ができます。
　ご希望の方には検査セットを同封いたします。

・子宮がん検診（20 歳以上）：1,500 円

検診項目・個人負担金※ 70 歳以上は無料

こころの悩みや心配を誰にも話せず一人で抱え
ていませんか？保健センターでは専門の相談員
が電話で相談に応じています。秘密は守られま
す。安心して電話をおかけください。

日時：毎月第２火曜日
　　　午前９時～ 12 時
　　　午後１時～４時 
℡ 43-6655（八郷保健センター内） 

こころといのちの電話相談
少しずつでも、あなたの今の気持ちを聞かせてください

検診場所：石岡保健センター
受付時間：①午前 10 時～ 10 時 30 分
　　　　　　（乳がん検診のみ）
　　　　　②午後０時 20 分～ 1 時 10 分
　　　　　　（子宮がん・乳がん検診）
定　　員：子宮がん検診　1 日 90 人
　　　　　乳がん検診　　1 日 70 人
　　　　　※定員になり次第、受付終了

８月１日木 石岡市民会館

８月５日月 小幡地区公民館

８月27日火 ふれあいの里石岡ひまわりの館

８月29 日木・30 日金

９月６日金・７日土・９日月

10月16日水・17日木・18日金・27日日

広報いしおか８月１日号　№３３２　　２０　　　　　　　



2019 いきいき茨城ゆめ国体 正式競技「バドミントン」
とき　令和元年 9 月 29 日～ 10 月２日　　ところ　石岡運動公園体育館

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー 

ニ
ュ
ー
ス

●
夏
休
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

恐
怖
の
お
化
け
屋
敷

期
間
／
８
月
４
日
日
ま
で

時
間
／
午
後
２
時
〜
５
時

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー

戦
争
の
記
憶
〜
写
真
展
〜

期
間
／
８
月
10
日
土
～
16
日
金

●
が
っ
て
ん
カ
フ
ェ
＆
モ
ー
ル

「
認
知
症
で
も
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
暮
ら
す
」

〜
前
向
き
な
生
活
獲
得
の
力
と
な
る
も
の
〜

日
時
／
８
月
28
日
水

　
午
前
10
時
〜

講
師
／
宮
崎
直
人
氏

（
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
代
表
取
締
役

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ウ
ル
総
合
施
設
長
）

対
象
／
認
知
症
ご
本
人
・
ご
家

　
族
・
介
護
現
場
の
ス
タ
ッ
フ

　
な
ど

が
っ
て
ん
モ
ー
ル
同
時
開
催

▼
セ
ン
タ
ー
内
の
「
が
っ
て
ん

　
モ
ー
ル
」
で
店
員
と
し
て
働

　
い
た
り
、
お
年
寄
り
に
サ
ー

　
ビ
ス
し
た
り
す
る
と
「
ま
ち

　
か
ど
コ
イ
ン
」
を
ゲ
ッ
ト
。

　
駄
菓
子
な
ど
の
お
買
い
物
が　

　
楽
し
め
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で

脳
活
O
K

▼
み
ん
な
で
パ
ソ
コ
ン
を
学
び

　
あ
い
、
パ
ソ
コ
ン
で
遊
び
ま

　
す
。
初
心
者
歓
迎
。

日
時
／
８
月
12
・
19
日
月

　
　
　
①
午
前
10
時
～
12
時

　
　
　
②
午
後
１
時
～
３
時

　
　
　
③
午
後
３
時
～
５
時

資
料
代
／
５
０
０
円

●
歴
史
カ
フ
ェ
（
参
加
自
由
）

日
時
／
８
月
26
日
月
午
後
２
時
〜

案
内
人
／
矢
口
輝
行
氏

（
ま
ち
か
ど
歴
史
案
内
人
）

資
料
代
／
３
０
０
円

サ
ン
ド
市

　
今
月
は
17
日
土
開
催
！

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

８
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

◆
心
と
身
体
の
健
康
相
談

　
　
　
　
　
　
（
不
定
期
開
催
）

時
間
／
午
前
10
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
１
時

※
い
つ
で
も
血
圧
が
測
れ
る
よ

　
う
に
血
圧
計
を
用
意
し
て
い

　
ま
す
。

◆
折
り
紙
教
室

日
時
／
８
月
24
日
土

◆
ち
り
め
ん
小
物

日
時
／
８
月
17
日
土

◆
ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

　
　
　
今
月
は
７
日
水
開
催
！

日
時
／
毎
週
第
１
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら

℡
２
７・５
１
７
１

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～

　
　
午
後
８
時（
木
曜
休
館
）

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

７
月
８
日
（
月
）

万
年
筆
の
書
き
心
地

　
鳥
取
駅
前
の
目
抜
き
通
り
を
歩

い
て
い
る
時
、
洒
落
た
オ
ー
ダ
ー

万
年
筆
店
が
目
に
入
り
ま
し
た
。

　
店
内
に
入
る
と
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

に
重
厚
な
万
年
筆
が
ず
ら
り
と
並

ん
で
い
ま
す
。
一
本
一
本
が
存
在

感
を
放
ち
、色
や
形
が
個
性
的
で
、

宝
石
の
よ
う
な
輝
き
を
放
つ
逸
品

も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
ど
う
で
す
、
試
し
に
書
き
心
地

を
確
か
め
て
み
て
は
」
と
店
主
が

差
し
出
し
た
の
は
、ト
レ
イ
に
並

ぶ
中
で
も
一
番
に
高
級
そ
う
な
万

年
筆
で
し
た
。手
に
と
っ
て
み
る

と
、し
っ
く
り
と
指
に
な
じ
み
、ペ

ン
先
が
軽
快
に
走
り
ま
す
。「
こ
れ

な
ら
長
時
間
使
っ
て
い
て
も
疲
れ

を
感
じ
な
い
し
、喋
る
よ
う
に
ペ

ン
が
動
い
て
い
き
ま
す
ね
。こ
の

万
年
筆
の
お
値
段
は
？
」恐
る
恐

る
聞
く
と
「
38
万
円
で
、今
予
約

す
る
と
お
届
け
は
２
年
後
で
す
」

こ
の
店
の
オ
ー
ダ
ー
万
年
筆
は
世

界
的
な
人
気
製
品
の
よ
う
で
す
。

　
店
内
に
目
を
や
る
と
、
大
き
な

赤
い
カ
レ
ン
ダ
ー
が
貼
ら
れ
、
よ

く
見
る
と
因い

な
ば
の
く
に

幡
国
の
麒き

り
ん麟

獅じ

し子
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
、
独

特
の
民
俗
芸
能
で
、
世
界
遺
産
の

認
定
取
得
を
待
ち
わ
び
て
い
る
と

こ
ろ
で
し
た
。

 

「
25
年
前
に
鳥
取
市
を
訪
れ
た
際

に
麒
麟
獅
子
の
研
究
発
表
を
聞
き

ま
し
た
」
当
時
の
様
子
が
鮮
明
に

よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
。

 
「
奇
遇
で
す
ね
。
そ
の
発
表
の
場

に
い
た
の
が
私
で
す
。
ま
ち
の
固

有
の
も
の
を
探
し
て
、
地
域
活
性

化
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
よ
う
と
模
索

し
て
い
た
の
で
す
」
と
店
主
。

　
25
年
も
の
間
、
麒
麟
獅
子
一
筋

に
ま
ち
お
こ
し
を
貫
い
て
き
た
こ

と
に
深
い
感
動
を
覚
え
る
と
共

に
、不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま
し
た
。

 

「
も
っ
と
お
手
軽
な
万
年
筆
は
あ

り
ま
せ
ん
か
」
モ
ジ
モ
ジ
と
店
主

に
尋
ね
る
と
、取
り
出
し
た
の
は
、

ド
イ
ツ
製
の
ペ
リ
カ
ン
の
万
年
筆

で
す
。
キ
ャ
ッ
プ
を
回
し
、
試
し

て
み
る
と
、
文
字
が
上
手
く
な
っ

た
よ
う
な
書
き
心
地
で
す
。

　
し
ば
ら
く
忘
れ
て
い
た
感
触
を

実
感
し
た
瞬
間
、
値
段
も
聞
か
ず

に
ペ
ン
を
レ
ジ
に
差
し
出
し
て
い

る
自
分
が
い
ま
し
た
。

文
・
今
泉
文
彦

市
長
日
記

Vol.46

※
駐
車
場
は
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
駐
車
場（
向
か
い
側
）

臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　２１　　広報いしおか８月１日号　№３３２



夏
休
み
の

　
こ
ど
も
図
書
館

※
夏
休
み
中
の
平
日
は
午
後
７
時

　
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

と
し
ょ
か
ん
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

▼
達
成
者
に
は
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン

　
ト
が
あ
り
ま
す
。

日
時
／
８
月
１
日
木
～
11
日
日

対
象
／
小
学
生
・
中
学
生

わ
お
ん
か
い
の
お
は
な
し
会

日
時
／
８
月
23
日
金

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
参
加
者
募
集 

日
時
／
８
月
25
日
・
９
月
８
日
日

　
　
　
午
後
２
時
～ 

場
所
／
中
央
図
書
館　
読
書
室

申
込
方
法
／
図
書
館
窓
口
に
直
接

　
ま
た
は
電
話
申
し
込
み

お
は
な
し
会

こ
ど
も
図
書
館
本
の
森

お
は
な
し
玉
手
箱　
８
月
３
日
土

お
は
な
し
会　
８
月
17
日
土

ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
か
い　

　
８
月
８
日
木

※
時
間
は
す
べ
て
午
前
10
時
30
分
か
ら

---------------------------------

中
央
公
民
館

お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ

８
月
10
日
土　
午
後
２
時
30
分
～

体
と
は
、
都
道
府
県
持
ち

回
り
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
す
。
都
道
府
県
対
抗
方
式
で
行

わ
れ
、「
天
皇
杯
」
と
、「
皇
后
杯
」

で
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。

　
第
一
回
目
の
国
体
が
開
催
さ
れ

た
の
は
、
昭
和
21
年
。
戦
後
の
混

乱
期
の
中
で
国
民
に
勇
気
と
希
望

を
与
え
る
た
め
に
近
畿
地
方
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
二
回
以
降
は
都
道
府
県
持
ち

回
り
開
催
と
な
り
、
茨
城
県
で
は

昭
和
49
年
に
第
29
回
国
体
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
45

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
に
あ
た

る
も
の
を
国
体
で
は
「
炬き

ょ
か火

」
と

い
い
ま
す
。
第
29
回
国
体
で
は
原

子
力
東
海
研
究
所
（
科
学
の
火
）、

筑
波
山
（
自
然
の
火
）、
鹿
島
神

宮
（
伝
統
の
火
）
の
三
か
所
で
採

火
さ
れ
、
県
内
を
一
週
間
に
わ

た
っ
て
リ
レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。 

石
岡
市
で
は
「
伝
統
の
火
」
を

引
き
継
ぎ
、
大
勢
の
市
民
の
声
援

を
う
け
、
石
岡
地
区
で
は
、
中
学

校
３
校
、
高
校
３
校
の
生
徒
が
走

者
と
し
て
、
八
郷
地
区
で
は
、
中

学
校
４
校
、
高
校
１
校
の
生
徒
と

青
年
団
が
走
者
と
し
て
リ
レ
ー
。

大
会
旗
と
と
も
に
約
一
万
八
千
人

の
県
民
の
手
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ

た
３
つ
の
火
は
県
庁
で
集
火
さ

れ
、「
ま
ご
こ
ろ
の
火
」
と
な
り

開
会
式
で
点
火
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
は
、
昭
和

49
年
茨
城
国
体
を
紹
介
す
る
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。 

昭
和
49
年
茨
城
国
体
の
足
跡

　
―
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
充
実
―

期
間
／
８
月
６
日
火
～

　
　
　
　
　
　
　
11
月
４
日
月

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館

　
　
　
（
総
社
１
‐
２
‐
10
）

※
月
曜
休
館(

祝
日
の
場
合
は
翌
日)

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

図書館つうしん問 中央図書館　℡ 24‒1507

【８月の休館日】 ５日月・12 日月・13 日火・19 日月・26 日月

国 時の記憶
シリーズ 161

問文化振興課（支所）
　℡ 43-1111（内線 1324）

昭和 49 年茨城国体
　～旗・炬

き ょ か

火リレー～

広報いしおか８月１日号　№３３２　　２２　　　　　　　

祝
府中中学校前の道路を通る旗・
炬火リレー（提供：太田晃氏）

石岡市立中央図書館  創立 130 周年記念イベント
◆歴史講座「筑波山と連

れ ん が

歌」
「筑波の道」とも言われた連歌は武士の教養
で、佐竹氏周辺の武士も嗜

たしな

みました。本能寺
の変直前の明智光秀の連歌や、筑波山の連
歌をとりあげ、連歌という文芸について理
解を深めます（生涯現役プラチナ応援事業対象）。
日時：９月７日土午後２時～
場所：中央図書館　読書室

申込方法：８月 9 日金
から電話または図書館
カウンターに申し込み。
◀講師は綿

わ た ぬ き

抜豊
と よ あ き

昭氏
（筑波大学図書館情報
メディア系教授） 

◆筑波大学特別展示
「神話の里と連歌～石岡市立中央図書館創
立 130 周年記念企画～」
和歌・連歌に関する古典資料・石岡市地域
資料・筑波大学図書館所蔵の地域資料等の
展示を行います。
日時：８月１日木～９月 27 日金
　　　午前９時～午後５時

（８月 10 日土～ 18 日日は閉室）
場所：筑波大学
　　　春日エリア情報メディアユニオン



い
し
お
か
俳
句
同
好
会

　
　
　
貝　
地　
小
池　
つ
と
夢

ひ
き
が
へ
る
万
年
平ひ

ら

の
面
構
へ

東
大
橋　
　
醍
醐　
正
夫

ち
ゃ
ぶ
台
に
お
ひ
つ
が
の
っ
て
豆

の
飯

北
府
中　
　
高
木　
忠
雄

運
も
ま
た
生
き
る
力
や
雨
蛙

太　
田　
　
根
岸　
基
美

白
靴
を
下
す
日
の
朝
笑
み
こ
ぼ
る

　
　
北
府
中　
野
村　
畝
津
子

生
き
る
と
は
家
を
背
負
っ
て
か
た

つ
む
り

や
さ
と
俳
句
会

太　
田　
　
越
智　
旅
舟

晩
学
は
長
寿
の
薬
ラ
ム
ネ
飲
む

細　
谷　
　
松
崎　
淑
子

夏
の
句
座
公
民
館
に
風
す
ぐ
る

　
部　
原　
中
島　
れ
い
子

ど
こ
ま
で
も
続
く
青
田
や
遠
き
山

石
岡
短
歌
同
好
会

山　
崎　
　
若
色　
　
茂

身
に
着
け
る
も
の
は
綺
麗
に
と
言

い
て
い
し
散
歩
の
翁
に
し
ば
ら
く

会
わ
ず

東
大
橋　
　
醍
醐　
正
夫

北
斎
の
読
み
本
挿
絵
開
き
見
て
表

わ
る
る
妖
怪
に
ぎ
ょ
っ
と
驚
く

南　
台　
　
田
村　
満
佐

高
原
の
五
月
の
風
が
さ
は
や
か
に

入
り
来
る
な
り
バ
ス
の
窓
よ
り

八
郷
短
歌
会柿　

岡　
　
小
林　
渥
子

声
だ
け
は
元
気
と
電
話
を
仲
立
ち

に
共
通
の
話
題
ふ
く
る
る
ば
か
り

月　
岡　
菱
沼　
む
免
子

高
校
生
が
育
て
た
と
い
う
花
の
苗

シ
ニ
ア
の
我
等
花
壇
に
植
え
る

石
岡
俚
謡
会川　

又　
　
　
関　
清
志

朝
に
目
覚
め
て　
蕾
が
開
く

　
　
蝶
が
恋
す
る　
夏
の
庭

　
　
貝　
地　
前
島　
く
に
子

明
け
た
令
和
に　
心
が
弾
む

　
　
家
族
揃
っ
て　
祝
い
膳

石　
岡　
　
石
塚　
芳
華

初
夏
の
俎ま

な
い
た板　
い
い
音
た
て
て

　
　
妻
が
捌
い
た　
初
が
つ
お

鹿
の
子   

田
村 

こ
ま
く
さ

山
は
一
面　
緑
に
萌
え
て

　
　
生
き
る
力
に　
溢あ

ふ

れ
て
る

東
光
台　
　
福
田　
泰
夫

富
士
を
背
に
し
て　
お
茶
摘
む
母
の

　
　
　
　
味
も
香
り
も　
日
本
一

杉　
並　
　
助
川　
浩
史  

明
日
を
夢
み
る　
百
才
時
代

　
日
々
を
楽
し
く　
生
き
て
い
る

国　
府　
篠
原　
美
千
代

欲
を
出
さ
ず
に　
真
っ
す
ぐ
道
を

　
　
行
け
ば
躓
く　
石
は
無
い

下　
林　
　
加
藤　
弥
生

久
慈
の
谷
間
の　
気
温
と
風
で

　
　
育
つ
茶
の
香
の　
味
を
出
す

府　
中　
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防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

俳
句

文芸いしおか

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文化協会だより
　昭和 46 年に発足した当会は、平成 30 年
に 10 団体から 15 団体へ団体数を増やし、
精力的に取り組んでいます。 
　土橋町の獅子舞と、テンポのはやい三村
流・ゆっくりテンポの染谷流で山車囃子を
伝承しています。昭和 55 年に「石岡ばやし」
として、茨城県指定無形文化財に指定され
ました。 
　常陸國總社宮例大祭（石岡のおまつり）
をはじめ、国内の大きなイベントや海外遠
征など数多く出演しています。 
　各支部においては、「石岡ばやし」の伝

統を保持し、後継者育成に力を注いでいま
す。 
会員／ 800 名 　年会費／ 10000 円 ( 団体 )
問石岡囃子連合保存会 ( 一毛芳昭 )
　℡ 23-8130

第 12 回
石岡囃子連合保存会

川
柳

　　　　　　　２３　　広報いしおか８月１日号　№３３２
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　　環境にやさしい植物油インキを使用しています。

・石岡市役所本庁（社会福祉課・高齢福
祉課・こども福祉課・市民課・保険年金課）
・八郷総合支所市民窓口課
・地域包括支援センター 
・保健センター（石岡・八郷） 
・市役所出張所（園部・恋瀬） 
・中央公民館・東地区公民館
・府中地区公民館
・城南地区公民館・国府地区公民館 
・社会福祉協議会（石岡・八郷支所）

ご自身の情報やかかりつけ医、特に配慮
してほしいことを記入し、周囲の人が気
付くように携帯してお使いください。 

次の窓口で配布しています 

ヘルプカード
ヘルプマークを
配布しています

外見からは分からなくても、
援助や配慮が必要な人がいます。
このマークを見かけたら
思いやりのある行動を

茨城県版

　ヘルプカード・ヘルプマークは、外見で
はわからない障がいのある人や難病の人・
妊娠初期の人などが、周囲に支援や配慮を
必要としていることを知らせ、援助を得や
すくなるよう作成されたものです。 
　ヘルプカードを持っていて困っている人
を見かけたら、「何かお手伝いすることは
ありますか？」と声かけや支援をお願いし
ます。 
問社会福祉課　℡ 23‒5569

わが家のアイドル

堀川 栞
し の

暖ちゃん
（10か月）
司
つかさ

ちゃん（8歳）
（柿岡）
妹にメロメロなお兄
ちゃん♡家族みんな
2人の成長が楽しみ
です♪これからも仲
良く大きくなぁれ♪

■市内在住の未就学児のお子さんの写真を広報紙に掲載しませんか？
　詳しくはお問い合わせください。　問秘書広聴課　℡ 23‒7275 年齢・月齢は写真撮影時のもの

皆川 しずくちゃん
（１歳）
（東成井）

毎日元気いっぱいの
しーちゃん！
楽しいことをたくさ
ん経験して、すくす
く元気に育ってね♡
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